
 

東日本大震災発生から２か月が過ぎましたが、あらためて亡くなった方々、被災された方々に、お悔やみとお見舞いを申し上げま

す。「支援だより２号」では、被災地における新たな動き、会員および関係者による活動報告、省庁の動きなどの情報を掲載いたし

ます。どうぞご覧ください。 

 

 巻 頭 言 災害支援の会プロジェクト 代表・柿久保浩次

 震災から２か月たっても避難者の過酷な生活状況が大きく改善されたようには思えないが、阪神大震災や新潟地震

などで被災者と一緒に考え、もがいた人たちが現地に入っている。これからどうすれば良いのか見えないものを少し

でも見えるように、少しでも状況が変わるようにと考える人たちがいることに元気づけられる。 

 

●活動報告  ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

１．概要報告（2011 年４月下旬～５月初旬） 

●「仙台市の拠点開設と動き」（柿久保・鬼塚）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 ４月末から菅原さんの尽力で仙台市泉区に６名くらい

宿泊可能な拠点（ミキ自工から借用）を設けた。柿久保

さんの関西 STS チームがこの拠点用に車両（セレナ）１

台を持ち込み、微力ではあるが仙台市周辺への支援活動

が可能となった。すでに、この拠点を使って、沿岸部の

状況把握、石巻市移送レラの支援、仙台たすけっとの依

頼対応などの活動を始めている。また、仙台のつなプロ

（被災者を NPO とつないで支える合同プロジェクト）や

JCN や他のプロジェクト等からの情報収集も始めた。日

本財団の助成 100 万円と関係者からの募金を使って、今

後、現地へ入る方々を募りサポートすることを進める。 

 

◆全国移動ネットの仙台市泉区の拠点 

住所：〒981-3117 仙台市泉区市名坂字新道９－１ 

◆災害支援専用携帯電話（菅原） 

０８０－２３８１－１５６０ 

 

２．仙台から---報告、お願い 

●「仙台から見えてくること」（移動サービスネットワークみやぎ／菅原ふじ子）●●●●●●●●●●●●●●●●● 

◆つなプロとのやりとりから 

仙台周辺における被災地での移動のニーズがなかなか

つかみにくい状況にあります。潜在的なニーズが顕在化

してくるのはこれからと思っています。一足早く石巻入

りした北海道の「あてんど＆ホップ障害者地域生活支援

センター」の場合、全国移動ネットの仲間が人手不足の

応援のために仙台拠点から石巻へ向かっています。また、

被災障がい者支援を行っている「ゆめ風基金」の仙台拠

点である「CIL たすけっと」は被災者に物資等を届けな

がらニーズの把握に努めており、「移動に関するニーズが

出始めている」と話しています。 

事前に被災地等の具体的な状況がわかれば、確実に移

動支援を行うことができます。そして移動支援の活動が

口コミで広がっていくだろうと思います。情報の共有を

行いながら、移動支援のコーディネートを行っていきま

すので、よろしくお願い致します。（５月７日） 

 

◆問合せ先◆ 

全国移動ネット 

℡03-3706-0626 

E-Mail 
info@zenkoku 
-ido.net 
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TEL:03-3706-0626


３．大阪から仙台へ---福祉車両２台を届けて 

●「概要報告」（ハンディキャブを走らせる会／鬼塚正徳） ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

◆参加メンバー：柿久保,橋本,奥田,遠藤,橋本（強）,鬼塚 

◆４月 19 日（東京→仙台市）：・東北自動車道路は問題

なく通行可能、15 時到着。 

◆４月 20 日（仙台の拠点へ）：・菅原さんが確保してく

れた仙台市の拠点に、山口県から来た介護タクシーの橋

本（強）さん、大阪から来た柿久保さん、遠藤さん、奥

田さん、橋本さん集合。 

・石巻に伊藤（寿）さんを訪問、石巻の状況を伺って、

ホップの拠点を案内してもらう。 

◆４月 21 日（山元町へ）：・菅原さんの案内で、ささえ

愛山元・中村さんを訪問。 

・午後、仙台市内の CIL たすけっとを訪問、被災地の障

がい者の送迎サービスに関して伺う。 

・夕方、多賀城市の避難場所へ。移動サービスのニーズ

について責任者にお伺いした。「避難者に関する医療面は

近隣の病院と提携。救急の場合は、救急車を呼ぶかタク

シーを使って対応。それ以外は（避難所から自立しても

らう立場から）、自主性を促す方向」と説明された。 

・夜、イージーライダー・長谷川氏とミーティング。 

 

４．被災地・避難所で、見て・感じたこと 

●「陸前高田から---現状を目の当たりにして」（埼玉県移送サービスネットワーク／笹沼和利）●●●●●●●●●● 

４月 30 日、陸前高田に入って地元のタクシーを調べま

した。まずタクシーを止めて、陸前高田のタクシー会社

か確認。ほとんどのタクシーは（一関など）外からのタ

クシーでした。タクシーを使っているのは報道陣や帰省

者のようです。その後、陸前高田のタクシー会社の話を

聞きましたが、壊滅状態で運行していない様子。また、

隣の大船渡のタクシー会社も海に近いところにタクシー

会社があったということで、大きな被害が出ていると聞

きました。そのほか、タクシー関係の会社に電話しまし

たが、どこも音信普通。地元の人は「携帯電話を使って

いるのでは？」と話していました。 

 「地元のタクシーが孤立している集落を“乗り合い”

などで回ってもらえないか」と考えていましたが、難し

そうです。たまたま運転代行をしていた人に会ったので

「やってみない？」と話を向けました。その人はすべて

を失って現在は避難所暮らしとのことでしたが、２種免

許を持った仲間がいるらしく、「考えさせてほしい」と言

われました。 

 その後市役所に向かい、担当者に「交通を“緊急雇用”

で担ってもらえないか」と話しましたが、陸前高田市は

市役所職員 70 名が亡くなり、市庁舎も壊滅状態とのこと。

仮のプレハブで業務を遂行しているらしく、それ以上の

無理は言えませんでした。市役所への専門職員の派遣も

必要なのでは？と痛感しています。同時に「いわて

NPO-NET サポート」が地域の自立の支援を行政と協働で

始めたので、連携していこうと考えました。 

また、「被災地は車庫証明が取れず、軽自動車しか買え

ない」と聞きました。たまたま、陸前高田で山の中にで

きた臨時の中古車販売店を見ましたが、軽ばかりで値段

も高かったです。 

●「わたしたちにできること」（横浜移動サービス協議会／山野上啓子）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

短期間でしたが、石巻では避難所や福祉施設を回り、

地元の方たちのお話を伺いました。聞いて回った中で、

短期間の間に浸透したホップさんの浸透は素晴らしいと

実感。役所関係者も病院関係者も手一杯の中で、“移動”

の部分を安心して任せられることをありがたがっていま

した。そして、すでにニーズがホップさんの活動量をオ

ーバーしていると感じました。 

一方、避難所の前でたき火にあたっている人たちの中

には、運転のできる人、自家用車を持ち出せた人がいら

っしゃいました。多くの嘆きも聞きましたが、東北人の

力強さと明るさ、地域力の強さも見て「被災者は弱者で

はない」と感じます。 

では、被災していない私たちのやるべきことは何でし

ょう？ 弱小の当協議会に何ができるかわかりませんが、

立ち上がろうとしている皆さんのお手伝いができればと

思っています。 

交通手段を奪われてほとんどの人が移動困難者ですか

ら、移動サービスの出番は山積です。通院だけでなく、

日常のお買い物やお出かけを促して、復興へのモチベー

ションアップを目指しましょう。そして私たちは、せっ

せと軍資金を集めて活動者の謝金を確保しましょう

(^_^)/~（５月８日） 
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●「石巻市の移送レラに協力して」（ハンディキャブを走らせる会／鬼塚正徳）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

５月 1 日から５月５日にかけて、石巻市内の移送拠点

（レラ）の被災地での移動支援活動に、大阪の住谷さん

と２人で協力してきました。 

◆移送レラの状況： 

常時６台程度の福祉車両を運行。ドライバーやーコー

ディネーターは６～10 名。札幌のホップを幹事団体とし

て札幌市内の障害者福祉サービス事業者のスタッフが中

心となって活動している。毎晩７時に石巻市が開催して

いる支援者のミーティングに出席して、医療チームや他

の支援団体との情報共有を図っている。送迎の料金は無

料。利用対象者は「被災者」で移動に困っている人たち。

当初は日に数件だったが、４月末から急に利用が増えて

いる。 

 移送レラのスタッフは、ガス・風呂なしの事務所に宿 

泊して頑張っている。 

◆今回の支援活動：仙台の拠点に置いてあるセレナ使用。 

◆活動をとおして感じたこと： 

・ 避難所の生活は過酷。いまだに、自衛隊の炊き出しと

風呂に頼っている。 

・ 通院以外に買い物等の日常生活中の移動ニーズが多く

来ているが、利用者はすべての送迎を依頼しているわ

けでなく、定期運行の送迎バスや、数少ないタクシー

を利用して、自分たちでできることはやっている。 

・ 被災者の多くは、自分で車を運転できる方々で、どの

被災者も、はじめに車ありきの生活をしていたことを

感じた。 

・ 乗車した被災者の多くが、ご自分の被災体験を話した

り、通りの街並みを見て色んな事を話してくれた。 

・移送レラにも、運転ボランティアの応援や宿泊場所の

提供などの支援が必要。 

 

●NPO、各省庁の動きなど（抜粋）●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

報告Ⅰ「震災ボランティア・NPO 等と各省庁との定例会議」（移動サポート／山本憲司）●●●●●●●●●●●●● 

「JCN：東日本大震災支援全国ネットワーク」開催の会

議（第２、３回）に出席しました。 

【第２回／４月 19 日】 

１）第１回会議に出た要望（利用者の範囲と発地・着地）

があったが、従来の見解と変わらず「白ナンバーでもガ

ソリン代しかもらわないのであれば、手続き不要で利用

者も限定されない」「発地と着地両方が地域内である必要

はなく、どちらかが地域にあればよい」という回答。 

２）NPO 側から状況説明：ボランティアをする場合の移

動・宿泊・コーディネートが問題。ボランティアコーデ

ィネータの養成・確保が必要。団体でボランティアに入

る場合は先乗りが現地と調整する必要がある。ボランテ

ィア活動は、長期に安定的に活動するという約束があれ

ば地域の信頼が得られる、等。 

【第３回／５月 12 日】 

政府の施策等の説明が行われました。 

〇福祉仮設住宅について：設置例としてグループホーム

型仮設住宅や、デイサービスセンターの例を紹介。岩手

県では仮設住宅地域に、サポート拠点やグループホーム

型仮設住宅等の設置について協議を進める。 

〇新しい公共支援事業について（平成 22 年度補正予算

87.5 億円）：都道府県（または委託を受けた中間支援組

織等）が、NPO 等の民間非営利組織に対して事業を実施

し、活動の阻害要因を解決。NPO 等の民間非営利組織、

地方公共団体等が連携して、モデル事業を実施。 

〇新しい公共の場づくりのためのモデル事業について：

多様な担い手が協働し、地域の諸課題の解決を図る取組。

社会イノベーション推進のためのモデル事業：社会的な

課題の解決に向けて、既存の制度や規制の制約を乗り越

える取組。東日本大震災に対応した雇用創出基金事業（震

災対応事業）について、等。 

〇ゴールデンウィーク後のボランティア参加者の減少に

ついて意見交換。内閣府の「ボランティア確保」要請に

対し、「企業からのボランティア確保を支援する制度を作

っては？」という意見が出たが、「時間が経過し、活動内

容に専門性が求められるようになってきた面もある。無

償ボランティアだけを考えるのではなく、有償ボランテ

ィア→雇用につなげることも考えては？」と提案（山本）。 

〇あきた NPO センター、秋田ボランティア協会連名で「通

院等移動困難者への特別支援措置について（抜粋）」が出

された。内容は、1)全国のユーザーが引き取った中古車

（９人乗りのボックスカー等）を車検期間延長もしくは、

仮ナンバーで一定期間走行できるようにしてほしい。2)

運転する人が不足し、運行に差し支える事から、被災現

地の人を過去にも行われた「緊急雇用」の方式を適用し、

運転の要に供してほしい、等。 
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報告Ⅱ「東日本大震災復興支援 NPO 全国プロジェクト」参加（埼玉県移送サービスネットワーク/笹沼和利）●● 

４月 24 日、市民キャビネットの災害支援部会を中心に

構成された「東日本大震災復興支援 NPO 全国プロジェク

ト」の設立総会に出席しました。各団体の報告が主なな

か、辻元清美氏の代わりに出席された湯浅誠氏の話（被

災地に雇用を創出する）が印象的でした。湯浅氏は「雇

用規模 11 万人を目指す」と話しており、新しい働き方と

して高齢者の見守り、訪問、運営のコーディネート等を

雇用の創出例にあげていました。また、被災地の自治体

では企画できない NPO の提案を必要としていました。 

被災地に入っているボランティアがずっと支援を続け

ることはできないし、被災者からお金はもらえないとい

う状況について湯浅氏に相談したところ、①現在国が行

っている緊急雇用を 500 億円積み増して行うので、交通

関係にも使えること、②被災地の自治体は余裕がなく申

請できないため、自治体ＯＢや自治労の協力も考えてい

ると教えてもらいました。被災していない自治体が代行

業務をするといった方法も被災地で提案したいと思いま

す。 

 

追加情報！「緊急雇用創出事業」について 

４月 27 日、内閣官房社会的包摂推進室（湯浅誠室長）より、

各都道府県地域雇用担当部局、福祉担当部局あてに「『重点分

野雇用創造事業』を活用した被災者支援社会的包摂事業の実施

について」が通知された。厚生労働省が所管する「緊急雇用創

出事業実施要領」の一部改正が行われ、対象分野に「震災対応

分野（震災対応事業に名称変更予定）」を加える等の要件緩和

が行われたというもの。この事業を活用し、被災者支援社会的

包摂事業モデルに沿った取組を実施することが考えられてい

る。 

 

●Topics！ Topics♪●●●●●●●●●●●● 

◆ご存じですか？ 日本財団「お見舞い金」支給 

日本財団が岩手県・宮城県・福島県で被災した人たちに、弔

慰金、または見舞金を支給（支給額は１名につき 50,000 円）。

被災者の皆さんに、ぜひお声をかけてください。 

http://www.nippon-foundation.or.jp/org/news/2011040601k

.html             （Ｊネット事務局／越谷） 

◆被災者にマッサージサービスを提供！ 

山形県視覚障害者

福祉協会の協力で被

災者にマッサージ、

サービスを提供中。

患者が敷いているカ

ーペットは、震災後

に山本理事が震災後

にくださった電子カーペットで、大変役立っている。 

（やまがた福祉移動サービスネットワーク／齋藤） 

◆移動ネット総会記念行事にて「活動経過報告！」 

６月 18 日に開催予定の総会記念行事として、高松理事、菅

原理事、齋藤理事から被災者支援の活動の経過報告と、課題を

提起してもらいます。また、全員参加型で全国移動ネットの今

後の支援活動の方向性について討議します。ぜひご参加くださ

い。（15～17 時、東京セントラルユースホステル会議室） 

           （全国移動ネット事務局） 

●募金活動●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

◆ご報告：ご支援くださいました皆様に厚く御礼申し上げます。 

お名前       （2011.4.19-5.19  敬称略。順不同） 

移動サービスワーカーズコレクティブ らら・むーぶ港北、 

市民福祉ネットワークみえ、ハンディキャブゆづり葉、 

ももたろうネットワーク、ワーカーズコレクティブすきっぷ、

池田純子、杉本依子、中村守勝、並木泰子、西村昌史 

累計金額（５月 19 日現在）： 1,812,776 円 

◆支援募金のお願い：今後もより一層充実した支援活動を目指

していきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

★お振込み先★ (いずれかにご送金お願い申し上げます) 

郵便振替  加入者名：ＮＰＯ法人全国移動ネット災害支援の会  

     口座番号：００１９０－１－６２３４５９  

銀行口座  銀行名：みずほ銀行 千歳船橋支店（番号 154） 

 預金種目：普通預金 口座番号 ２１１１７１９  

     口座名義：全国移動ネット災害支援の会  

 

◆編集後記◆ JCN の定例会議で要望書を出した後、被災者

への「有償運送」の運用弾力化を求めて、国土交通省を訪問し

た。その結果、旅客課長がニーズや可能性を見極めるために岩

手県や宮城県でヒアリングすることになり、被災地の関係者に

受け入れをお願いした。色々な人がつながれば、いいアイデア

や役立つサービスが生まれてくると信じて。（み） 
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